
　

明
治
11

年
、
尾
張
徳
川
家
第
17

代
当
主
徳
川
慶
勝
公
が
北
海
道

遊
楽
部
原
野
の
開
墾
を
願
い
出
る

と
と
も
に
、
旧
尾
張
藩
主
か
ら
八

雲
へ
人
々
の
移
住
を
推
進
し
、
多

く
の
愛
知
県
出
身
者
が
八
雲
町
へ

入
植
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
先

代
の
縁
が
き
っ
か
け
で
八
雲
町
と

小
牧
市
は
友
好
都
市
と
な
っ
て
い

ま
す
。

■
力
が
集
ま
る
「
産
業
都
市
」

　

小
牧
市
は
、
名
古
屋
市
の
北
方

約
15

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
濃
尾
平
野

の
ほ
ぼ
中
心
に
位
置
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
名
神
高
速
道
路
・
東

名
高
速
道
路
・
中
央
自
動
車
道
の

3
大
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
結
節
点
と
い

う
立
地
条
件
に
も
恵
ま
れ
、
製
造

業
が
盛
ん
で
あ
る
と
と
も
に
県
営

名
古
屋
空
港
を
擁
す
る
産
業
交
流

都
市
と
し
て
中
部
地
方
の
中
核
都

市
に
発
展
し
て
い
ま
す
。

■
歴
史
舞
台
の
ま
ち

 

小
牧
市
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
国

指
定
史
跡
小
牧
山
は
、
1
5
6
3

年
に
織
田
信
長
が
初
め
て
自
ら
の

手
に
よ
り
、
築
城
（
小
牧
山
城
）

し
た
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
近
年
の
発
掘
調
査
で
石
垣
が

確
認
さ
れ
、
江
戸
時
代
の
天
守
閣

を
伴
う
城
の
ル
ー
ツ
で
は
な
い
か

と
、
専
門
家
を
中
心
に
大
き
な
話

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
こ
ま
き

 
 

日
本
3
大
地
鶏
の
呼
び
声
が
高

く
、
適
度
な
歯
ご
た
え
と
、
旨
み

が
あ
ふ
れ
る
名
古
屋
コ
ー
チ
ン
は

小
牧
が
発
祥
で
す
。
小
牧
駅
前
に

は
名
古
屋
コ
ー
チ
ン
の
発
祥
地
の

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
建
ち
、
市
内
の

商
店
で
は
名
古
屋
コ
ー
チ
ン
を

使
っ
た
商
品
を
買
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。　

　

ま
た
、
桃
の
名
産
地
で
も
あ

り
、
特
に
全
国
に
も
名
高
い
「
し

の
お
か
の
桃
」
は
逸
品
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

 

魅
力
が
い
っ
ぱ
い
の
小
牧
市
に

ぜ
ひ
一
度
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

小
牧
市
役
所

　
1

0
5
6
8
│
72

│
2
1
0
1

（
代
表
）

え
ー
が
や  
Y

こ

ま

き

八
雲
町
と
小
牧
市
の
縁

小
牧
市
っ
て
こ
ん
な
ま
ち

今
回
か
ら
３
ヵ
月
毎
に
、
友
好
都
市
で
あ
る
愛
知
県
小
牧
市
に

協
力
い
た
だ
き
、
愛
知
県
小
牧
市
の
魅
力
を
発
信
し
ま
す
！

（いいね）
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